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中
原
親
能
は
京
都
の
公
家
出
身
で
あ
り

な
が
ら
、
源
頼
朝
の
挙
兵
時
に
京
都
か
ら
鎌

倉
に
下
り
、
側
近
と
し
て
初
期
鎌
倉
幕
府
の

政
権
中
枢
を
担
っ
た
人
物
で
す
。
鎮
西
奉
行

は
幕
府
の
九
州
統
治
の
た
め
の
出
先
機
関

で
、
同
じ
く
頼
朝
の
側
近
で
あ
っ
た
天
野
遠

景
を
初
代
と
し
ま
す
。
鎮
西
奉
行
の
評
価
に

は
諸
説
あ
り
、
遠
景
の
後
任
と
し
て
親
能
を

認
め
る
か
ど
う
か
が
争
点
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

遠
景
を
解
任
し
、
そ
の
代
わ
り

に
親
能
を
鎮
西
奉
行
に
補
任
し
た

こ
と
を
示
す
の
が
、
建
久
６(
１
１

９
５
)
年
５
月
日
付
将
軍
家
政
所

下
文
案
で
す
。
し
か
し
こ
の
文
書

は
使
用
さ
れ
て
い
る
文
言
、
形
式

か
ら
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
、
こ
れ
を
信
憑
性
の
な
い
も

の
と
切
り
捨
て
る
か
、
偽
文
書
で

は
あ
る
も
の
の
内
容
に
は
否
定
し

が
た
い
事
実
が
あ
る
と
考
え
る
か
で
、
ま
ず

理
解
が
異
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
能
は
鎮
西
奉
行
に
任
じ
ら
れ

た
建
久
６
年
当
時
、
九
州
に
下
向
せ
ず
に
京

都
に
い
ま
し
た
。
頼
朝
の
直
接
の
指
示
を
受

け
、
九
州
現
地
に
あ
っ
て
全
域
に
権
限
を
行

使
し
た
、
遠
景
の
軍
事
的
性
格
と
は
か
な
り

異
な
る
た
め
、
鎮
西
奉
行
と
し
て
の
連
続
性

を
疑
問
視
す
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
親
能
は
豊
後
大
友
氏
の
初
代
能
直

を
養
子
と
し
て
い
ま
す
。
大
友
氏
は
相
模
国

大
友
郷
を
本
拠
と
し
、
能
直
の
と
き
に
豊

後
・
筑
後
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
ま

す
。
蒙
古
襲
来
時
に
は
親
能
の
孫
頼
泰
が
、

実
戦
の
総
指
揮
者
と
し
て
、
戦
後
に
は
勲
功

認
定
・
恩
賞
配
分
な
ど
で
武
藤
氏
と
と
も

に
九
州
御
家
人
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
の
頼
泰
の
こ
と
を
「
東
方
奉
行
所
」「
東

方
守
護
所
」
と
記
す
史
料
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
武
藤
資
能
に
比
定
さ
れ
る
「
西
方
守
護

人
」「
太
宰
府
西
守
護
所
」
と
い
う

表
記
を
含
む
史
料
も
残
り
ま
す
。

武
藤
氏
が
大
宰
府
を
本
拠
と
し
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
大
友
氏
も
文
永
期(
１
２
６
４

-

７
５
)
頃
、
大
宰
府
に
滞
在
し
政

務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
武
藤
氏
・
大
友
氏
の
こ

と
を
「
鎮
西
東
・
西
奉
行
」
と
呼
ん

で
、
遠
景
に
連
な
る
鎮
西
奉
行
と
認
定
す
る

考
え
が
あ
り
ま
す
。

鎮
西
奉
行
の
定
義
や
時
期
に
よ
り
果
た

し
た
役
割
の
違
い
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
確

か
に
、
武
藤
氏
と
大
友
氏
は
鎌
倉
期
の
九
州

御
家
人
の
中
で
優
位
な
存
在
で
あ
り
(
広
報

令
和
２
年
１
月
１
日
号
参
照
)、
そ
の
淵
源

を
両
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
に
求
め
る
説
は
、

説
得
力
を
持
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

(
公
文
書
館
・
朱
雀　

信
城
)

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。
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